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MR 1 による生体計測
背部正中線について
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要旨 MR 1 を用いて， 顕在日および服部の背部正rl'で自生体計測をí1 勺た MR1 検査を受けた成人忠

占町)名を対象に.正中矢状l析画像上で脊柱管前後俸と体去から存ttî'f後縁までの距離を計測 した 脊柱

竹内íj後任の平均値 ct SD は. C 2 では， リ1性 179土 2.0mm，支性 16 . 8ct2.7.肌 C 7 では。出性 1 3 .8 ct 2.ï

a肌女性 12.7 土 14皿であった L 5 では男性 14 . 9::!:::2.51T.Jl，女性 1 Uct2. 3mmであった 類推.雌推

の各高位の別立聞には有怠な差は見られなかった 体点から脊柱管i量級までの距離は。 C2 では 男性

-15.6士 8.6mm，女性 39.7 0: 8 . 3冊。 C7 では 男性 5 1.2土 8.8由民女性 15.2 :t 8 .il omであった L5 では，

射性 47.8土 7 A mm. 主性 ^9 .4士 6.2mmであ り . C 2 と C7 で男女!日lに 5%の危険率で行怠江差がみられた

今回の結以は1 背部正rl ' に車 '1誠する際の指謀となり 1:i ると考える.

Measurement of Anatomical Midline Structure by MRI 
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Summary: The anatomical midline struclure of the cervical and lumbar regions were 

examincd in 80 palicnls using ~vl agnetic Resonance lmaging (I¥;[R1) 10 order 10 study thc 

approprﾎale depth for acupunclurc lo lhe Govcrnor vessel mcridian (D璟瀛 xue) 

(1) Thc 悶gitlal diamcler of lhc spinal canal Hnd (2) dislance belwecn lhe sudace of 
skin ancl lhe posleriol' rim of the spinal canal were measured using sagittal !¥H�! for 
each cervical and lumber ¥'crlcbra. The diamctcr (1) and the distance (2) of C2 , C7 , and 
L5 wcrc as follows: (1) 17.9 :t 2.0 !r~'ß. 13 . 8士 2.7 n:m, and 14.9 工 2.5 四 in males. 1 6.8 :t 2.7 田

12.7:tlA mm. and 1 4.5土 2 . 3 間】 n fcmalcs. For (2) , thc dimcnsions werc: 45 . 6 士 8.6 mm. 51.2 
土 8 . 8 mm . und 47.8:t7.11 rnm in malos. 39.7:t8.3mm. 45 . 2 士 8. ，1 mm , and 49.4:t:6.2 I:lm in females 
ThCJ'C wc!"(: significanl differencc between maJes and femalcs in the distance (2) dats for 

C2 and C7 ( pく0.05 ) . This data should be useful for acupuncture therapy appl印刷IQns

Key Words 他気J主的l凶像 �ll"(: 1 背部正qJ*~ midline sl!'uclure 純穴 acupoint 
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68 M HI による生体;lt 削l

はじめに

錨治療をおこなう場合，その治療点によっては

鈍の刺入方 [ílJや深さなと泊なするべき点がい くつ

かある.特に背'IW~の正中似 ( 1"f 1脈)は tl~'I'行内経

索附に刺鎖に際する繁告が記載1)されて以来， そ

の山l銭深度について論じた占物が多い このIHJ題

に対し最近までi自体解剖や' 1 ，休のレ ン ト ゲン2-jrJ

なとによって検討が行われている 2} ， 3) ー し かし，

従来の方法では軟部組織の死後~化や固定による

1.ü傷を伴い. -Jj レントゲンIM)~では，像の拡大

の補正を必~としさらに， fj組成しかlり 11防でな

かった.このため生体とは条例が異なり 。 特に'l'J'

と軟部組織の限l係につ いては正確な測定が凶雌で

あったー -Jj . 近年急速に iWJ及している磁気共鳴

阿像診断装111 (以下M R 1 )は生体内の氷点原子

政の状態を信号強度の違いとして得ることができ

るため， 水分や1111肪を型rMに合んだ軟部担l織の|析

間像描出に優れている また X 線 CT と虫!なり ，

'1'1 による影仰を受けないために作権 ・ 脊髄の凶像

も明瞭に得ることができ . さらに任意の方向の附

[節像を得ることができるー 今回われわれはM R 1 

を用いて頭部と服部の正ι1 '矢状断画像上での脊佐
竹の前後径と体表から脊臼 'ii後t止までの距離につ

いて検討した.

対象及び方法

明治銭灸六学附属病院において昭和63年から平

成元年に頭部あるいは腰部のMR I 検査を受けた

17-82歳の成人忠者のうち， 1J!J'j情l39j0J (男制 2引列，

k性 14例)， 1阪剖l4 1 {ýIJ (男t~1: 3 Jf同'J . 女性 10{日1]) を

表 1 対車理事

刻踊1<!!J.\l'1 1 7 時-82伎平崎 4 .1 殺

矧部 39 例j 瞳F41 4 1 例
男性 1;例 男性 3 l~. 
女性 1 ，\ 例 女性 1 0 例

問権極1町恒へんユア 1 2 伊l 田陸肱 'l nl!iヘルニ 7 2 0 例
主形性，~Kt直 6 車"，性版権庄 6 
rti色ÐH'，}骨仕臣 3 その他 1 5 
その佐{副朗氏世!を含む) 1 8 

長t gミと した(表 I ) 

検査は臨床Jij 1.5 テス ラ M R I (GYROSCAN 

515. PJJI Ll PS; オランダ〕によ り，おもに &0師コ

イ Jレを川いて. ~Ji lftおよび11刻It郎を矢状|折像で悩

保した 患者には~i1剖iあるいはItli'刊iの師~ I也flIJ)jï!.

回綻のない状態で安抑仰臥させた 対象画像は，

~Ii :lHでは測定領域が2印阻，服部ではおか-350酬

でスライス厚 7-9 mm . パ Jレス縦り返し lø.il l'.] ( Tr )

回 1 頭部および腰部のM R I

5 1Z法によって滋像した町i:mおよび服部の疋 l þ矢状I断
雨像を示す ill!l而 1 :で。 HI 体の後縁中央から脊髄を1f~
ìITに油断する制仮定 L . その上に A . 自. C. D の得
点をとった 符点品 I それぞれ白 A ; 1ft体後縁1\ 1火，

BおよびC 存住11t主総 D 体去とした 距離副'I :<i:
モードによって. fI -ß JllJを脊柱管 lìífí圭 i圭. C-DIIII 
を体占から脊柱管後続までの距厳として測定した fIｭ
ßI III白やや白い部分が脊附. ÐJ.'I付近の 1 ' 1 い部分は脂
肪附である 11l1'1 は 1'11曲部分の信号がí:}. られる
( I )矧ãli : TI-=266ms. Te =30m s、 28才， 女性
( 2 )腰部 Tr=283ms. Te=20ms、 2'1才，見性
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250-'1 50m s. エコ 一時間 CTe ) 20-30ms の T

l 強調画像として般像したものを JTJ いた 得られ

た同像のう ち。制l突起をI確認できる画像 l二で各 Ifi

体の後縁'1'央から脊髄を垂自に横l析する仮線をひ

き，この線上に以準点を取り，体表から脊柱管i長

縁と脊位符前後i干を計D[I ) した.まま準点は. 頚Ifl:.

l製IfIとも . a: IfI 体後縁叶1火の脊11 管前級. b 

脊柱管後縁。 c 体表， に tl/I~ き. a - b を脊柱1J:

前後f干 . b - c を体表から干HH"ï後縁までの距離

とした(図 1) . a 点及び b JAì. は. ，脂肪や軟部組

織を I~Jfí!l:に した tで求めた.各値は男女日 IJに各lfI

体レベルの平均値土紋様{扇去 として求め . Stud 

ent's t-lcs L により Yj j，( rmの有意去を求めた

市吉 果

1 頭部

C 1 ) 脊村:管 lì ij後径

今回対象と した患者では， 図 2 および表 2 に示

すitlí り C 2 (止では男性で平均 17.9 :t 2.0mm. 女性

では、ド均 16 . 8 :t 2 .7 mmであった C 2 位では C 3 

位以下より も広 く ， 他の部位に比べて個体差はみ

られなか っ た. 干宇佐官 lìijí最符は C3. C1. C5. 

印刷}

'" 
企 田町

M.", 

Y
1
1

1
1

1
1

・
γ
1
1

1
i
l
i

T
I
l
l
-
-
01
I
l
l
1
A
 

I

l
i
li
a
-

-

I

A

 

T
-
-

ム
マ
l

1
i

y
I
l
l
1
1

ハ
V
I
l
l
i
­

T
1
1
1
1
1
φ
l
i
l
i
 

-

-
1
1

中
1
1
1
1
1
1
4

T
I
ll
l
i
-
--
I
l
l1
1
1i
 

-

1

4

 

初
山
間

T
l
l
l

.
γl
l
1
 

λ
υ
I
l
l
l
t
l
l

l
l
 

r
Il
l
|
l
l|l
l
|
l
』&
.
I
l
l
l
|
l
l
|
l

l
l

7
1
I
!

ー

-
T
I
l
l
-

T
I

l
l

-

。
I
l
l

1
i

T

I

l

i
a
--
1
1
11
 

T
I
l
l-

-

-
-

T
B
l
』
1
1

人
υ
El
l
1
1
1
A

T
I
l
l
-
-

‘
.1
1
1
1
1
1

ゐ

o rnal, 
・ fon叫e

ｱ 
S.D. 16 

.. 
" 

" C2 C3 " Cヲ臼 回

CERVICAL SPINE 

図 2 頚部の脊柱管前後1圭

町'i ~ßの干宇佐官前後径の tvl ean ::!:: S.D をしめす 企は
全体 ( n ~ 39 ) . 0は見性伊'J (n~ 25 ) ・ は女性例
(n ~ 14 ) の平岡値を表す 各(~:;{立において，科々 白 IUJ
に有意な差はみられなかった
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表 2 頭部脊柱菅前後径
(mill) 

M田口 士 S. D 

M且1 恥'lin

" ~担 Male n=25 Female n=14 

C 2 17.5 土 23 17.9 士 2.0 16.8 工 2.7 23 13 

C 3 14.3 ~ LB \.1.6 二1.8 13.7 士1.7 18 11 

C 4 13.0 -2.0 1 3 .4士 1. 9 12.4 = 2.0 9 

C 5 12.9 + 1.8 13.0 土1.9 12 .9 土 u 16 8 

C6 13.1 二 20 13.1 .::t 2.2 13.1 ::t 1.6 19 9 

C7 13.4士 2.4 13.8 ::t 2.7 12.7 エ1.4 21 9 

C6. C 7íJ): ともほぼ男11 で 13-14 剛， 女性で

13四前後の、)"均値を示し.女性は男性に比べ小

さカ主っ fこ

C 2 ) 体表より脊柱管後縁までの距離

顕1ft部の体表から脊相官後縁までの距離は. 全

体に男性が大き く特に C 2 位と C 7 位では男女聞

に 5 %の有意差がみられた それぞれの平均値は，

【.情。

田
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M~an 55 
士
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初

" " " 
国民

" CERVICAL SP山E

図 3 頭部の体表から脊柱管後緑までの距離

頚部の体表から脊柱管後縁までの距離の \lea n :t S 
D をしめす 企は全体 ( n ~39) . 0 1立男性例 (n ~25)，

.は女性例 (n~ 14 ) の平均値を表す C 2 および C7
において，男主1M!に有意な去がみられた( P<O.05) 
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表 4 腰部脊柱菅前後I呈
( ~ wn ) 

表 3 頭部 体表から脊柱管後続までの距離
(田〉

Mcun 士 S. D. 

MIl X , 九 lin

n = 39 Male n=25 Fcmale n= 14 

C2 43.4 ::t 8,9 45咽 6 二 8.6 39.7 土 8.3 66 27 

C 3 -13.8 工品7 45.5 上 9. 1 40.9 .:t 7.1 69 29 

C 4 43.4 :t 8.9 小t8 == 9.5 4 0.9 十 6. 9 66 26 

C 5 <14.7 ::: 9.4 46..1 :t 9.8 4 1.7 士 7.8 15 29 

C6 47.0 j: 9.3 49.0 :t 8,9 43.~ j 8.7 77 31 

C7 49.1 :�: 9‘ 1 51.2 = 8.8 45.2 :t 8.4 77 36 

C 2 では男性で 4 5.6 凹，女位では 39. 7 皿 ， C 7 

では!fj性 5 1. 2 凹， 女性が 45.2 叩 であった. その

他の部位では男性では約 45 mm-49 皿， 友性では

41 mm-43 胴であ った.また男性では C 4 位で平

均値が援小であったが，女!!I では C2 位で最小で

あった，女性の最大値と品小値， 男性の政大値は

各伎について同ーの被検者であったが男性の最小

値は同一被検者のものではなかった (図 3 ， 表
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図 4 腹部の脊柱菅前後径

腰郎の脊佐官前後磁の:v1ean :t S. D をし めす 企 は
全体 ( n~41) ， 0は男性例 (n~31) ， ・は女性酔l
(n ~ I日)の平均値を表す 名目位において!各々 の川
に有意な差はみられなかった

λ.1ca n 土 S. D 咽

Max. Min. 

n 41 ιlale n=31 Female n ~ 10 

し i 15,1 ::: 1.9 15.0 -:!; 1.7 15 4 士 2.2 19 12 

L 2 14.ら士 2.0 14.2 :t 1.7 15咽 '1 二 2. -1 20 11 

L 3 14.0 ::': 1.8 1-1.] - 1.7 13. 9 土 2.0 18 10 

L , 14.2 土 2.3 14 ,2 -:1:- 2,2 1>1， 1 士 2β 19 8 

L 5 1 ,1.8 :t 2β [.1.9 ::: 2.5 14.5 ::: 2.3 21 10 

3 ) 

2 捜部

( 1 ) 脊柱管 liíil長経

図 4 および表 4 に示すごとく ， L 1 か ら L 4 の

各位では脊柱管 l iîí後径はほぼ9]1;(のft がな く 6

~自国の悶にはいった L 5 伎ではその他の高

校に比べ個体廷がみ られたが， 全例の平均値では

L 1 佼より順に 1 5 .lmm ， 14. 5mm, 14叩， 14.2 mm , 

14 . 8凹であった 男女の大き さの傾向は顎部のよ
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図 5 腹部の体表から脊柱管後縁までの距費量

腰部の{本表から存住官後縁ま での距離のl\'l eao 土 5
D をしめす。 企は全体 ( n~41 )， 0は男判例 (n~3J)，
.は女剖 例 (n ~ IO ) の卓上均値を.&-1" 各 1111位において，
各々 のnnに有意な庄はみられなか勺た
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での距離を計 iJUI した

M近の経穴に関する研究は体表での部位円 ある

いは深部の組織状態的 などに対して行われてきた

が.その主流となるものは追体解別によるもので

ある i自体解剖lによる研究は句詳細を観察するこ

とができる反而， 死後変化や図定による変化は避

けることができず句特に筋，脂肪組織なとの厚吉

や深さについてはそのまま生体にあてはめて考え

ることはできない 一方MRI は，身体の長軸方

向に沿 っ た回像も容易に得ることができるために，

レン ト ゲンによる検査では得られなかった正中矢

状断での脊柑 ・ 脊髄の状態を詳細に観察できる9)

また ， 脂肪や水分を笠富に含む組織の惜出に優れ

るため. X!Ji!による研究 10)で観察されていた骨組

脊柱管のみならず，椎骨および籾帯や脂肪などの

軟部組織との関係を明確にした脊柱匂の観察が行

える.

今回得られた結巣のうち脊柱管前後径について

はこれまで種々の造影法を用いて行われてきた結

果川とほぼ一致した傾向を示した しかし，今回

の対象ではこれまで報告されている正常例の頭部

の脊柱代前後径よりも小さく ， 脊髄拡のものより

も大きかった これは，今回の対象例が脊髄1IE(!il) 

以外の疾患の患者が多かったためと考えられる

腰部については，骨l困標木や単純X線による報告12)

と比べると菱がみられたが，正常例13) と の比較で

は男女とも各レベルで l 皿皿程度小さかったが，特

に有意な差はなかった.また，脊髄造影1.)による

も のとの比較においても。 やや小さいものの， 平

均±標準偏差 値はほとんど同じであった これは，

疾患部では正常例より，前後筏が小さいことを示

唆している。また.これまで報告されているもの

と 同様に. 下位腰椛ほと脊柱むは狭くなり L 5 で

は広くな るという傾向がみられた.

体表から作tl 管後縁までの距離は安全な車1)鍛深

度に大きく 影響し，古典ではι 督脈の各穴は三分

から五分以上の刺入が禁じられている.ほぼ第 1.

2 頚椎問に相当する痕門穴同は，医心方によると

刺銭深度は四分とされl 6)，これは旬度法を用いれ

ば約 9 - 1 O mm程度であるーまた， 楊3) は部門
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:vt ean 土 S _ D. 

Mfl.X Min 

n = 41 : .... 1 且le n= 31 Female n= 10 

L 1 4 1.7土色7 4 2.0 土 5. 7 4 0 . 3 土 5.4 51 30 

L 2 .1 01.7土 5 . 6 -H.7 i: 5.3 .14_2 ::!: 6.3 " 34 

L 3 47 . 6 士 6.1 17 . 6 工 6 . 2 -16.5 :!:: 5.0 57 38 

L 4 49.0 ..t 6.3 4 9_ 1 士 6 . 6 '18.3 ::t 5.2 60 38 

L 5 48. 4 土 7.1 47.8 :!. 7.4 49.4 = 6.2 66 36 

iリ l治誠灸医学

(IfJll) 
体表から脊柱管後縁までの距離腹部表 5

うに 定しなかった

( 2 ) 体表より脊佐官後縁までの距離

頚部と同様大きなばらつきがみられたが， L 1 

-L  4 位ではわずかに女性の平均値が引性の平上旬

値を下回った また男女とも民大値，最小値を示

したのは複数の被検者であ っ た 全例の平均値は

L 1 位から順に 4 I.7mm , 44.7凹， 47.6剛. 49皿，

48.4聞であ っ た (図 5. 表 5 ) 

考察

古典に記載される経穴には，禁灸，禁錨と い っ

た治療上の注意がなされているものが少なくないt

しか し，禁銭穴の記載は年代を経るにしたがい減

少してきた これには治療方法が放血から刺入中

心へ変化したこと ο ゃ.銀の材質の改良， 滅菌や

消毒といった衛生条例の整備，経験的伝票の科学

的解明等が徐々になされてきたこと等が関与 して

いると考えられる。また病理学や. 解剖l学の知識

が鍛灸治療に導入されるに従い， 神経節車1)銭など

特定の組織を目標として施術される機会 も地え，

同時に禁灸穴，然銀穴についても古典の記載にみ

られるものとはその芯昧が変化していると考えら

れる的 回

これらのことからMR 1 を用いて“刺脊問中鎚

為値(髄にあたると航位になる )川〉 と黄帝内経

に記されている背部正中線，特に11，官位が同定し

やすい~i'i!fI;及びIl!í惟部について各解剖学的構造ま
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穴に対する刺錨深度を1'!1í囲の 10.8%以 Fにするべ

きであるとし.松岡ら 2) は， ~Ji四 39.1咽の巡体

解剖によれば 50凹で脳硬膜へi:l!したと報告して

いる 我々の結果はこれらの報告と一致するもの

と考えられ， 癌門穴に対する安全な車IJ鍛深度の指

標となると考える

今回対象とした80例はいずれも， ~Ji剖lあるいは

腰部の病的な形態変化の可能性のために検査を受

けた患者であり，ま たその病変郎官fも多様である

しかし ， 我々が普段接する患者は.これらの形態

変化を伴っていることが多いと考えられる その

ため，頚部および腹部に対する安全な刺鍛深肢を

考える上で，今回の結果は軍要な指標となり1-!:}る

と考える
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